
「 地域活動を再び 」        

より暮らしやすい「船橋のまち」を目指し、福祉的な課題を話し 

合い、活動を進めることが、社会福祉協議会の目的です。 

本年度のキーワードは「地域活動を再び」です。コロナで停滞し 

ていた活動や交流の機会を再稼働し、地区の皆さまと共に地域の 

輪をひろげていくことを目指します。 

令和４年度 船橋地区社会福祉協議会総会のご報告 

令和４年度 地域福祉推進員数 １１０名 

■総会参加推進員 ３０名・委任状提出者 ６２名  合計９２名 

■決議事項 

（１）令和３年度事業報告・決算報告の承認 【承認９２名・否認０名】 

（２）令和４年度事業計画（案）・予算（案）の承認 【承認９２名・否認０名】 

上記の通り、全推進員数１１０名に対して過半数の承認を受け、可決されたことをご報告いたします 

 

 

 

    

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 具体的な活動内容 時期・頻度など 

会費募集活動 
組織基盤の強化と地区社協の周知のため、関係団体の

協力を得ながら社協会費募集を行う。 
通年 

地域敬老事業助成 
町会・自治会が実施している敬老事業に賛助し、社協

のＰＲにつなげる。 
9 月以降 

船橋ふれあいまつり 
地区社協の活動ＰＲのための広報物品の配布や、協力

金の募集を行う。 
開催未定 

高齢者交流会 地区内の高齢者を対象とした交流会。 年 1回 

船橋地区交流会 
深沢高校卒業生チーム 深沢組による和太鼓演奏

等を楽しみながらの交流会。 
1 月中旬頃 

地区支えあい 

世代交流 

①夏の交流会（寄贈物品作り）：協力者を募り、参加者

同士交流を図りながら雑巾等を作り、障害者施設や特

養ホームなどにお寄贈する。 

②子どもぶんか村との共催事業：フラワーアレンジメ

ントを通じて多世代が交流し相互理解を深める。 

③昔遊び：地区内小学校の遊び場開放等の行事協力や

他団体との連携事業を通じて世代間の交流を図る。 

①8 月中旬 

②年 1回 

③千歳台小めばえまつ

り・船橋小餅つき大会・

希望丘小餅つき大会開催

時に協力 

船橋住みよいまちへ

の探健 

いつまでも住み続けられるまちづくりを目指し、地域

の課題発見・解決に取り組む。 
通年 

令和４年６月１３日発行第２８号 

船橋地区社会福祉協議会 

会長  綱木 雅敏 

【高齢者交流会・R4.3 月】 

落語・ビンゴ大会を開催し、地区の高

齢者の方々より好評を得ました！ 

※状況により変更することがあります 



《船橋地区社会福祉協議会とは》 
 

 

船橋地区社会福祉協議会（略：船橋地区社協）とは、 

船橋地区に暮らす住民同士の多様なつながりを基

礎に、地区で起きる様々な生活課題に対して解決に

向けて取り組む住民主体の組織です。 
 

 

 

日頃より、船橋地区社協の事業に、ご理解とご協力をいただきましてありがとうござ

います。これからも地域福祉の推進を一人でも多くの方々にご理解いただき、新たな会

員にご加入を働きかけていただきますようお願い申し上げます。 

～社協事業の運営は、皆様からの会費により支えられています。～ 

 一般会員 ３００円以上／年間  特別会員 ５，０００円以上／年間  

 法人会員 ５，０００円以上／年間 

 ※特別会員、法人会員の皆さまは、社協の広報紙にお名前を掲載させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎会費のお申し込みは、船橋地区事務局もしくは砧地域社協事務所にお願いします。 

社会福祉協議会船橋地区事務局  連絡先 070-3946-9803 

砧地域社会福祉協議会事務所   連絡先 03-5727-6101 

年間を通して、社協会員と会費の募集をしています。 

船橋地区社協の 

活動に 

区社協が全区的に行う

事業に 

活用されます！ 

みなさまから頂戴する会費は 
５０％ ５０％ 

全区的事業 ～区社協が行う事業～ 

●ふれあい・いきいきサロン、支えあいミニデイ、

子育てサロン 

●ふれあいサービス 

●子育て支援事業 

●あんしん事業 など 

船橋地区社協の活動 

●船橋住みよいまちへの探健 

●船橋地区交流会 

●高齢者交流会 

●船橋ふれあいまつり参加 

●広報紙の発行 

●地区支えあい世代交流 

（夏の交流会、むかし遊び）  など 

法人からご協力いただく会費につきましては、 
法人税法上の｢損金算入｣の対象になります 

《会費募集のお願い》 


